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田
宜
弘
が
芸
術
監
督
に
就

任
。戦
争
に
よ
る
厳
し
い
状

況
に
も
め
げ
ず
国
際
的
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
海

賊
」「
瀕
死
の
白
鳥
」「
ラ
・
シ

ル
フ
ィ
ー
ド
」「
ラ
・
バ
ヤ
デ
ー

ル
」ほ
か
世
界
的
に
愛
好
さ

れ
る
名
作
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

シ
ー
ン
を
抜
粋
。ほ
か
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
題
材
に
し
た
幻

の
名
作
「
森
の
詩
」を
披
露

す
る
。出
演
ダ
ン
サ
ー
は
Ａ
・

シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
、Ｉ
・
ク
ラ

フ
チ
ェ
ン
コ
、Ｋ
・
ミ
ク
ル
ー

出
、清
姫
を
演
じ
る
の
は
野

中
。共
演
は
俳
優
の
獅
子
見

琵
琶
（
語
り
）、中
村
節
（
ピ

ア
ノ
）、河
合
雪
子
（
フ
ル
ー

ト
）、そ
し
て
初
演
時
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
野
々
垣
行
惠

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）。

　

後
半
は
ガ
ラ
リ
と
趣
を
変

え
、フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
16

世
の
王
妃
だ
っ
た
マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
作
曲
し

た
と
さ
れ
る
「
バ
ル
カ
ロ
ー

レ
」（
舟
歌
）、プ
ッ
チ
ー
ニ
の

オ
ペ
ラ
「
外
套
」か
ら
「
デ
ュ

エ
ッ
ト
」（
共
演
・
山
本
治

樹
）、ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
オ
ペ

の
基
本
を
学
び
、シ
ャ
ン
ソ

ン
に
魅
せ
ら
れ
た
。「
人
生
を

の
せ
ら
れ
る
、歳
を
重
ね
て

も
楽
し
め
る
ジ
ャ
ン
ル
だ
と

感
じ
た
」と
話
す
。

　

も
う
一
人
の
師
・
加
藤
の

言
葉
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
３
分

間
の
ド
ラ
マ
。歌
う
の
で
は

な
く
語
り
な
さ
い
」。「
エ
ル

　

ロ
シ
ア
の
蛮
行
に
苦
し
み

な
が
ら
も
、芸
術
の
力
を
世

界
に
発
信
し
続
け
る
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
立
バ
レ
エ
」（
旧愛知出身の野中耀桜子

　

伊
勢
と
名
古
屋
を
拠
点
に

独
創
的
な
ス
テ
ー
ジ
を
展
開

す
る
ソ
プ
ラ
ノ
野
中
耀
桜

子
（
よ
う
こ
）が
、７
月
26
日

（
午
後
１
時
30
分
）Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル

「
月
と
舞
」を
開
く
。

　

前
半
は
モ
ノ
オ
ペ
ラ
「
清

姫
」。主
人
公
の
清
姫
が
、僧

の
安
珍
を
愛
す
る
余
り
大
蛇

に
姿
を
変
え
狂
乱
す
る
―
。

歌
舞
伎
舞
踊
「
京
鹿
子
娘
道

成
寺
」を
モ
チ
ー
フ
に
金
子

根
古
が
脚
本
、倉
知
竜
也
が

作
曲
、２
０
１
０
年
に
初
演

さ
れ
た
作
品
。

　

今
回
は
乃
村
健
一
の
演

７
月
26
日 

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

ム
は
す
ご
く
歴
史
が
あ
る
店

で
す
が
、私
に
と
っ
て
は
安

心
で
き
る
場
所
。歌
を
聴
く

の
も
好
き
な
の
で
、観
客
と

し
て
も
大
好
き
」と
話
す
。

　

２
０
２
１
年
の
「
全
日
本

シ
ャ
ン
ソ
ン
ポ
ピ
ュ
レ
ー

ル
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
大
会
」

で
は
平
和
希
求
賞
を
受
賞
。

「
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
の

で
、未
来
の
子
供
た
ち
の
た

め
に
、歌
で
伝
え
た
い
」と
語

る
。

　

歌
う
時
に
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、歌
詞
の
奥
に
あ
る

も
の
を
感
じ
、気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
。「
笑
顔
に
な
れ
る

歌
、し
ん
み
り
と
し
た
気
持

ち
の
歌
、ど
ち
ら
も
伝
え
た

い
。届
い
た
と
感
じ
た
時
は

う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
「
人
生
の
ド
ラ
マ
を
歌
っ

て
、聴
く
人
の
心
を
震
わ
せ

た
い
。ず
っ
と
歌
い
続
け
た

い
の
で
、健
康
で
い
る
こ
と

も
目
標
で
す
」と
笑
う
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

食
の
魅
力
を
大
変
気
に
入
っ

て
お
り
、再
び
訪
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。今
回
は
バ
レ
エ
の

人
気
作
品
に
加
え
、ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
代
表
す
る
美
し
い
作

品
『
森
の
詩
』を
お
届
け
し

ま
す
。心
に
残
る
ひ
と
と
き

ハ
、Ｎ
・
ス
ハ
ル
コ
フ
、Ｄ
・
パ

ス
チ
ュ
ー
ク
ら
。

　

寺
田
監
督
は
「
名
古
屋
で

は
毎
年
の
よ
う
に
公
演
を
開

催
し
、多
く
の
お
客
さ
ま
に

ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。団
員
た
ち
も
、温
か
な
お

客
さ
ま
や
美
し
い
街
並
み
、

キ
エ
フ
・
バ
レ
エ
）が
今
年

も
来
日
。７
月
26
日
（
午
後

２
時
）愛
知
県
芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル
で「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
セ

レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
６
」

を
上
演
す

る
。

　

ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
首
都

キ
ー
ウ
に
拠

点
を
置
く
世

界
屈
指
の
バ

レ
エ
団
。ボ

リ
シ
ョ
イ
劇

場
、マ
リ
イ

ン
ス
キ
ー
劇

場
と
と
も
に

旧
ソ
連
の

三
大
劇
場

と
う
た
わ

れ
た
名
門
。

２
０
２
２
年

か
ら
は
キ
エ

フ
・
バ
レ
エ

の
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍

し
て
来
た
寺

　

加
藤
修
滋
、岡
山
加
代
子

に
師
事
し
、シ
ャ
ン
ソ
ン
を

歌
う
長
谷
川
玲
子
。

　

小
学
校
は
ピ
ア
ノ
を
習

い
、高
校
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
。

歌
う
こ
と
も
好
き
だ
っ
た
。

　

シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室
の
扉
を

叩
い
た
の
は
、子
育
て
が
落

ち
着
い
た
40
代
。岡
山
に
歌

平和を願い幻の名作「森の詩」ほかを披露

〝
人
生
の
ド
ラ
マ
〟に
精
魂
込
め
て

エルムで歌う長谷川玲子

　
　
長
谷
川
玲
子

尾
下
哲
の
作
、
演
出
。
絵
画

の
贋
作
事
件
を
め
ぐ
り
「
本

物
と
は
…
傑
作
と
は
な
に

か
？
」
を
探
る
。
朗
読
は

榊
原
忠
美
、
中
井
伸
弥
ほ

か
。
ピ
ア
ノ
演
奏
は
秀
平
雄

二
。
全
自
由
席
４
０
０
０

円
。
℡
０
５
２
（
９
３
５
）

１
６
３
０
。

ラ
「
ル
サ
ル
カ
」か
ら
「
月

に
寄
せ
る
歌
」な
ど
、珍
し
い

ア
リ
ア
を
披
露
す
る
。

　

野
中
は
岡
崎
市
出
身
だ
が

結
婚
を
機
に
伊
勢
市
に
転

居
。既
存
の
オ
ペ
ラ
に
神
話

を
取
り
込
ん
だ
、伊
勢
な
ら

で
は
の
和
製
オ
ペ
ラ
や
、朗

読
と
音
楽
を
一
体
化
さ
せ
た

物
語
コ
ン
サ
ー
ト
の
創
作
に

精
力
。名
古
屋
で
の
本
格
公

演
は
30
年
ぶ
り
に
な
る
。

　

全
自
由
席
３
５
０
０
（
当

日
４
０
０
０
）円
、高
校
生
以

下
２
０
０
０
円
。℡
０
５
９

６（
４
２
）２
４
６
８
、野
中
。 獅子見琵琶

河合　雪子

野々垣行惠

山本　治樹

中村　節

狂
乱
の
オ
ペ
ラ「
清
姫
」に
挑
戦
！！

野
中
耀
桜
子
、盟
友
得
て
リ
サ
イ
タ
ル

推 

奨 

公 

演

　
音
楽
朗
読
劇
「
フ
ェ
ル

メ
ー
ル
・
ブ
ル
ー
」
６
月
12

日
（
午
後
２
時
と
６
時
30

分
）、
13
日
（
午
後
２
時
）

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
。
田 榊原　忠美

を
、こ
の
夏
ぜ
ひ
劇
場
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
」と
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
て
い
る
。

　

全
指
定
席
８
０
０
０
円
。

℡
０
５
２
（
５
８
８
）４
４

７
７
、中
京
テ
レ
ビ
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
。

　

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
」が
７
月
16
日
（
午
後

６
時
30
分
）市
民
会
館
フ
ォ

レ
ス
ト
ホ
ー
ル
で
上
演
さ

れ
る
。

　

18
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
。女
性
が
作
曲
家
に
は
な

れ
な
か
っ
た
時
代
。宮
廷
楽

士
レ
オ
ポ
ル
ド
は
、末
娘
エ

リ
ー
ザ
の
並
外
れ
た
音
楽
の

才
能
に
気
付
き
、彼
女
を
男

性
作
曲
家
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と

し
て
世
に
送
り
出
す
。

　

原
作
は
福
山
庸
治
の
コ

ミ
ッ
ク
ス
。劇
中
に
は
オ
ペ

ラ
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」や

「
魔
笛
」な
ど
、モ
ー
ツ
ァ
ル 「マドモアゼル・モーツァルト」

ト
の
代
表
作
の
登
場
人
物
た

ち
が
精
霊
と
し
て
登
場
し

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
を

表
出
。メ
ー
ン
キ
ャ
ス
ト
と

し
て
蟹
江
町
出
身
の
北
村

し
ょ
う
子
、安
城
市
出
身
の

大
須
賀
勇
登
が
出
演
す
る
の

も
楽
し
み
。

　

全
指
定
席
１
万
３
２
０
０

円
、１
万
１
０
０
０
円
、９
９

０
０
円
、６
６
０
０
円
。℡

０
３
（
３
２
２
２
）１
１
７

７
、音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

 

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
名
古
屋
公
演

「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル・モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」

７
月
16
日 

市
民
会
館
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル

７月26日 ＨＩＴＯＭＩ
ホールで「月と舞」

「森の詩」のワンシーン



な
い
こ
と
。そ
し
て
日
本
語

歌
詞
が
明
確
に
発
音
で
き
て

い
な
い
こ
と
。

　

以
前
の
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
公

演
に
は
何
人
か
の
ベ
テ
ラ
ン

俳
優
が
出
演
し
、場
面
場
面

を
引
き
締
め
、演
技
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
貢
献
し

た
。ど
ん
欲
に
稽
古
に
打
ち

込
む
役
者
の
姿
勢
は
、若
い

声
楽
家
の
良
い
刺
激
に
も
な

る
。次
回
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
に
期
待
し
た
い
。　 

（
茂
）

た
め
に
、Ａ
Ｂ
双
方
で
北
条

政
子
を
演
じ
た
水
野
麻
衣

子
。し
み
じ
み
と
し
た
口
舌

で
ド
ラ
マ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

を
務
め
た
横
井
艶
子
。演
奏

陣
も
熱
演
し
た
。

　

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
が
、課
題
は

い
く
つ
か
あ
っ
た
。脚
本
の

精
査
が
足
り
な
い
こ
と
。ソ

リ
ス
ト
個
々
の
レ
ベ
ル
に
大

差
が
あ
り
、時
代
劇
の
立
ち

居
振
る
舞
い
に
精
通
し
て
い

「
閻
魔
街
道
夢
ん
中
」

　

Ａ
Ｂ
両
キ
ャ
ス
ト
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
が
、飽
き
る
こ

と
な
く
観
劇
で
き
た
。好
演

が
際
立
っ
た
の
は
、抜
群
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
船
頭
を
演

じ
た
菅
利
行
。欠
員
が
出
た

熱
演
、名
唱
光
っ
た
菅
、水
野
、横
井

お
り
だ
が
、福
井
も
負
け
ず

劣
ら
ず
の
丁
々
発
止
。さ
す

が
芸
達
者
が
集
う
名
古
屋
オ

ペ
ラ
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
。

　

民
族
音
楽
を
引
用
し
た

「
ジ
プ
シ
ー
・
ト
リ
オ
」は
、

タ
ン
ゴ
を
得
意
と
す
る
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
水
野
に
は

ピ
ッ
タ
リ
。中
で
も
第
３
楽

章
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
演
奏
は

リ
ス
ナ
ー
を
熱
く
し
た
。最

後
の
「
椿
姫
～
」は
関
西
二

期
会
の
主
力
・
片
桐
が
ジ
ェ

ル
モ
ン
を
演
じ
、堂
々
た
る

風
格
と
力
強
い
バ
リ
ト
ン
で

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
（
愛
知
）の

悲
し
み
を
際
立
た
せ
た
。

の
ミ
ニ
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
伯
爵

夫
人
と
タ
マ
」、ハ
イ
ド
ン

の
「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
～
ジ

プ
シ
ー
・
ト
リ
オ
」、ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の
「
椿
姫
～
ヴ
ァ
レ

リ
ー
さ
ん
で
す
か
？
」。出
演

は
愛
知
（
ソ
プ
ラ
ノ
）の
ほ

か
福
井
友
香
（
同
）、片
桐
直

樹
（
バ
リ
ト
ン
）、中
村
節

（
ピ
ア
ノ
）、星
野
順
一（
チ
ェ

ロ
）、水
野
慎
太
郎
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）の
６
人
。

　
「
伯
爵
夫
人
～
」は
、ず
る

賢
い
女
中
（
福
井
）と
強
欲

な
夫
人
（
愛
知
）の
欲
の
張

り
合
い
を
描
い
た
愉
快
な
二

人
オ
ペ
ラ
。愛
知
の
優
れ
た

歌
唱
と
演
技
力
は
周
知
の
と

ミ
ニ
オ
ペ
ラ
＆
室
内
楽
で
優
雅
な一
時

Bel suono M
usica

　

日
曜
日
の
午
後
、良
質
な

音
楽
と
と
も
に
優
雅
な
時
を

福井友香㊧と愛知智絵
過
ご
し
た
。声

楽
家
・
愛
知
智

絵
が
主
宰
す
る

Ｂ
ｅ
ｌ　

ｓ
ｕ

ｏ
ｎ
ｏ　

ｍ
ｕ

ｓ
ｉ
ｃ
ａ
の
ス

プ
リ
ン
グ
・
コ

ン
サ
ー
ト
（
４

月
12
日
・
ア
ー

ク
栄
サ
ロ
ン

ホ
ー
ル
）で
あ

る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

は
広
瀨
正
憲
作

　

愛
知
県
芸
術
劇
場
ダ
ン
ス

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「Null

（
岡

田
玲
奈
、黒
田
勇
）」が
、新
作

Null

（
ヌ
ル
）

物
に
変
わ
っ
て
い
く
。３
人

は
キ
ュ
ー
ブ
に
入
り
込
み
、

積
み
上
げ
な
が
ら
、外
の
危

険
か
ら
身
を
守
る
避
難
所
、

自
ら
を
閉
じ
込
め
る
境
界
な

Null 「WITH LiMBO」（提供・愛知県芸術劇場）
ダ
ン
ス「W

ITH 
LiM

BO

」
を
上

演
し
た
（
５
月

２
、
３
日
・
同

小
ホ
ー
ル
）。

　

共
演
は
２
人

と
同
じ
至
学
館

大
学
出
身
の
仙

石
孝
太
朗
。舞

台
に
は
３
つ
の

キ
ュ
ー
ブ
が
あ

り
、玉
座
や
塔

な
ど
社
会
を
象

徴
す
る
様
々
な

ど
を
作
り
出
し
、世
界
と
自

己
の
間
で
揺
れ
る
現
代
人
の

姿
を
踊
る
。

　

観
客
は
、舞
台
、劇
場
内
、

都
市
、国
、世
界
な
ど
多
層
的

な
空
間
を
幻
視
し
、自
分
は

今
ど
こ
で
揺
れ
て
い
る
の
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　

本
作
は
、２
度
の
ワ
ー
ク

イ
ン
プ
ロ
グ
レ
ス
公
演
を
実

施
し
、今
回
の
上
演
に
臨
ん

で
い
る
。そ
れ
は
、振
付
を
洗

練
す
る
の
で
は
な
く
、自
ら

の
心
身
の
自
然
な
反
応
を
大

切
に
し
な
が
ら
、横
に
い
る

２
人
の
不
意
の
動
き
に
対
応

で
き
る
関
係
性
の
深
化
に
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

３
人
は
、内
か
ら
出
る
衝

動
に
自
由
で
あ
り
な
が
ら
、

互
い
の
微
か
な
動
き
に
瞬
間

的
に
、敏
感
に
寄
り
添
う
緊

張
感
に
満
ち
た
ダ
ン
ス
を
披

露
。キ
ュ
ー
ブ
の
重
さ
や
大

き
さ
す
ら
変
化
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
。

　

こ
の
日
、同
劇
場
で
は
舞

台
芸
術
の
魅
力
を
伝
え
る

様
々
な
企
画
を
実
施
。そ
の

中
で
若
き
３
人
は
「
新
し
い

作
品
を
生
み
出
す
劇
場
」と

し
て
の
側
面
を
見
事
に
担
っ

て
み
せ
た
。

（
竹
本
）

世
界
と
自
己
の
間
で
揺
れ
る
現
代
人

　

名
古
屋
演
奏
家
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
の
創
作
音
楽
劇
「
閻

魔
街
道
夢
ん
中
」（
４
月
18
、

19
日
・
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
）

を
観
劇
し
た
。落
語
の
「
地

獄
八
景
」か
ら
発
想
を
得
た

喜
歌
劇
。台
本
・
演
出
は
渕
本

晴
都
子
、作
曲
は
森
彩
音
、指

揮
は
中
村
友
哉
。42
人
の
ソ

リ
ス
ト
（
一
部
を
除
き
ダ
ブ

ル
キ
ャ
ス
ト
）と
15
人
の
コ
ー

ラ
ス
、６
人
の
ダ
ン
サ
ー
、７

人
の
音
楽
ス
タ
ッ
フ
、総
勢
70

人
の
大
所
帯
で
あ
る
。

　

１
９
８
１
年
に
愛
知
文
化

講
堂
で
第
１
回
を
開
い
て
以

来
、
ほ
ぼ
毎
年
名
フ
ィ
ル
と

協
奏
曲
を
演
奏
し
続
け
て
46

回
。
こ
の
間
、
尾
之
内
は
３

回
を
除
い
て
毎
回
出
演
し
て

い
る
。
他
に
例
が
な
い
快
挙

と
言
え
る
。　

（
上
原
）

た
音
色
で
、夢
を
か
な
え
た
。

　

最
初
と
最
後
を
飾
っ
た
の

は
、
グ
ル
ー
プ
代
表
の
ピ
ア

ノ
尾
之
内
恵
子
。
サ
ン
サ
ー

ン
ス
「
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ

狂
詩
曲
」
は
華
や
か
に
、
ア

デ
ィ
ン
ゼ
ル
「
ワ
ル
ソ
ー
協

奏
曲
」
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に

聴
か
せ
た
。

ウ
ェ
イ
ブ〝
波
〟

〝
皇
帝
〟で
念
願
叶
え
た
石
川
馨
栄
子

　

コ
ン
サ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

「
ウ
ェ
イ
ブ
〝
波
〟」
に
よ
る

名
フ
ィ
ル
と
の
コ
ン
ツ
ェ
ル

ト
の
夕
べ
（
４
月
14
日
・
愛

新
進
の
ハ
ー
プ
天
野
世
理
は

意
外
な
組
み
合
わ
せ
だ
が
、

優
し
く
優
雅
な
作
品
の
魅
力

を
表
現
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
石
川
馨
栄
子
は
、

長
年
の
念
願
だ
っ
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
５
番
・
皇
帝
」
を
、
力

強
さ
と
美
し
さ
を
兼
ね
備
え「ピアノ協奏曲第５番・皇帝」を演奏する石川馨栄子

知
県
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
）
が
第

46
回
を
迎
え
、

松
村
秀
明
の
指

揮
で
多
彩
な
曲

が
楽
し
め
た
。

　

モ
ー
ツ
ア
ル

ト
「
フ
ル
ー
ト

と
ハ
ー
プ
の
た

め
の
協
奏
曲
」

は
、
生
で
聴
く

機
会
が
少
な
い

名
曲
。
ベ
テ
ラ

ン
の
フ
ル
ー
ト

富
久
田
治
彦
と

ⓒNaoshi Hatori

推 

奨 

公 

演

　
「
弦
の
杜
」
６
月
12
日
（
午

後
７
時
）千
種
文
化
小
劇
場
。

４
人
の
弦
楽
器
奏
者
＝
丸
山

太
郎
、
塩
高
和
之
、
山
本
哲

也
、
佐
久
間
瑛
士
＝
と
３
人

の
舞
踊
家
＝
倉
知
可
英
、
加

藤
お
り
は
、
加
代
雅
樂
＝

に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
全
自
由
席
３
５
０
０

円
。
℡
０
５
２
（
９
３
２
）

５
２
２
２
。

（
８
８
９
）
３
４
３
０
、
名

古
屋
宝
生
会
。

能
楽
の
名
古
屋
宝
生
会
創
設
70
周
年
迎
え

６
月
21
日 

名
古
屋
能
楽
堂
で
記
念
別
会

　

能
楽
の
名
古
屋
宝
生
会
が

創
設
70
周
年
を
迎
え
、
６
月

21
日
（
午
後
１
時
）
名
古
屋

能
楽
堂
で
記
念
別
会
を
開
催

す
る
。
演
目
は
能「
熊
野（
ゆ

や
）
～
膝
行
三
段
之
舞
」、

狂
言「
寝
音
曲
」、仕
舞
３
曲
、

能
「
正
尊
（
し
ょ
う
ぞ
ん
）」。

　
「
熊
野
」
の
シ
テ
は
平
宗

盛
の
愛
妾
・
熊
野
を
演
じ
る

衣
斐
愛
。
余
命
い
く
ば
く
も

な
い
母
に
会
う
た
め
、
熊
野

は
宗
盛
に
帰
郷
を
願
う
が
受

け
入
れ
ら
れ
ず
困
惑
す
る
。

見
ど
こ
ろ
は
、
熊
野
が
和
歌

を
記
し
た
短
冊
を
膝
行
（
正

座
し
た
ま
ま
ヒ
ザ
で
進
む
）

し
て
宗
盛
に
手
渡
し
、
そ
の

後
逃
げ
る
よ
う
に
都
を
去
る

大
詰
め
。

　
「
正
尊
」
の
シ
テ
は
源
頼

朝
の
家
来
・
正
尊
を
演
じ
る

和
久
荘
太
郎
。
平
家
を
討
ち

倒
し
た
義
経
の
元
に
刺
客
と

し
て
送
り
込
ま
れ
た
正
尊
と

義
経
の
丁
々
発
止
の
騙
し
合

い
。
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」
を

連
想
さ
せ
る
名
場
面
。
舞
台

と
橋
掛
か
り
を
使
っ
た
大
掛

か
り
な
斬
り
組
（
殺
陣
）
は

圧
巻
だ
。

　

正
面
指
定
席
１
万
円
、
脇

正
面
指
定
席
８
０
０
０
円
、

自
由
席
６
０
０
０
円
、
学
生

３
０
０
０
円
。
℡
０
５
２



手
塚
　
淑
子

戸
田
美
江
子

中
川
　
幸
作

仲
条
　
優
理

夏
目
　
久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川
　
長
秀

野
村
　
祐
子

花
咲
　
市
岡

花
柳
　
磐
優

林
　
　
雅
仁

福
井
　
啓
子

渕
本
晴
都
子

松
波
千
津
子

松
本
　
道
子

見
波
　
紀
子

宮
西
　
圭
子

山
口
　
雅
子

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部
　
千
枝

ほ
か

蟹
江
　
尾
八

神
谷
久
実
子

北
村
　
哲
也

工
藤
寿
々
弥

佐
藤
　
典
子

佐
藤
美
智
子

佐
野
　
和
美

澤
脇
　
達
晴

白
樺
　
八
靑

す
ぎ
う
ら
と
し
は
る

杉
江
　
瑠
美

鈴
木
　
幾
子

鈴
木
久
美
子

鈴
木
　
文
雄

須
山
　
仁
美

角
田
真
優
美

高
倉
　
麻
耶

武
市
　
孝
三

竹
元
ま
き
子

田
淵
友
佳
理

玉
田
　
弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

青
山
　
皆
江

秋
田
巳
喜
子

荒
川
　
洋
子

飯
田
み
ち
代

出
田
　
光
代

伊
藤
　
　
修

伊
藤
　
　
敬

伊
藤
　
直
樹

稲
垣
　
舞
比

衣
斐
　
　
愛

今
村
　
早
伽

内
田
　
寿
菊

内
田
寿
千
代

内
田
　
寿
晴

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
美

大
寺
　
資
二

岡
田
　
一
男

岡
崎
　
保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

小
野
由
加
利

金
澤
　
志
保

「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集 歓迎したい身近な作曲家の紹介

　

難
解
だ
、
と
言
わ
れ
が
ち

な
現
代
音
楽
。
そ
の
定
評
が

最
近
、
変
わ
っ
て
き
た
。

　

以
前
は
、
た
と
え
難
解
な

作
品
で
も
、
芸
術
的
な
価
値

を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た

が
、
最
近
は
む
し
ろ
分
か
り

や
す
さ
、
楽
し
め
る
要
素
を

大
切
に
す
る
よ
う
に
変
わ
っ

て
き
た
。

　

名
フ
ィ
ル
は
、
コ
ン
ポ
ー

ザ
ー
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

と
し
て
専
任
の
作
曲

家
に
委
嘱
し
、
定
期

演
奏
会
で
披
露
し
て

い
る
。
作
曲
家
は
当

然
、
全
力
を
投
入
す

る
。
よ
く
理
解
で
き

る
作
品
も
あ
る
が
、

一
般
か
ら
は
「
分
か

り
に
く
い
」
と
の
声

が
届
い
た
。

　

前
任
の
小
出
稚
子

か
ら
、
分
か
り
や
す

く
と
流
れ
が
変
わ
っ

た
。
新
任
の
冷
水
乃

栄
流
（
ひ
や
み
ず
・

の
え
る
）
も
同
様
に
期
待
が

持
て
る
。

　

個
人
の
リ
サ
イ
タ
ル
で

も
、
現
代
の
日
本
人
作
品
を

取
り
入
れ
る
人
が
増
え
て
き

た
。
現
代
の
同
胞
の
作
品
を

も
っ
と
紹
介
す
べ
き
で
、
こ

の
傾
向
を
歓
迎
し
た
い
。

　

そ
の
気
で
調
べ
れ
ば
、
優

れ
た
作
品
、
才
能
あ
る
作
曲

家
は
も
っ
と
い
る
は
ず
。
ど

ん
な
傑
作
で
も
聴
い
て
も
ら

え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

頭
か
ら
敬
遠
せ
ず
、
ま
ず
は

聴
い
て
み
よ
う
。（
上
原
宏
）

席
通
路
か
ら
修
道
女
た
ち
が

歌
い
な
が
ら
登
場
す
る
。
美

し
く
整
え
ら
れ
た
舞
台
美

術
、
巧
み
な
音
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
は
、
ま
る
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
見
て
い
る
よ
う
。

　

メ
ー
ン
キ
ャ
ス
ト
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
一
人
一
人
が
生

き
生
き
と
躍
動
し
た
。
中
で

も
侯
爵
夫
人
を
演
じ
た
武
田

の
威
圧
的
な
立
ち
居
振
る
舞

い
が
際
立
っ
た
。
物
語
は
ア

ン
ジ
ェ
リ
カ
の
自
死
で
幕
を

閉
じ
る
が
、
悲
し
み
で
は
な

く
、
穏
や
か
な
感
動
と
安
堵

感
に
覆
わ
れ
た
。

名
優
た
ち
の
熱
演
で
原
作
の
面
白
さ
倍
増

夫
人
を
武
田
美
保
が
演
じ

た
Ａ
組
。
指
揮
は
イ
タ
リ

ア
で
研
さ
ん
を
積
ん
だ
粂

原
裕
介
が
務
め
た
。

　

序
幕
に
は
俳
優
に
よ
る
前

日
譚
が
演
じ
ら
れ
、
追
い
詰

め
ら
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
状
況

が
明
か
さ
れ
る
。
続
い
て
客

　

オ
ペ
ラ
公
演
を
通
し
て
若

手
声
楽
家
を
育
成
す
る
「
オ

ペ
ラ
ス
タ
ジ
オ
」（
公
演
監

督
・
金
澤
澄
華
）
が
、
第
１

回
公
演
「
修
道
女
ア
ン
ジ
ェ

リ
カ
」（
５
月
５
日
・
熱
田

文
化
小
劇
場
）
を
行
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
演
出
家
の
ロ

ベ
ル
タ
・
マ
ッ
テ
ッ
リ
を
迎

え
、
24
人
の
出
演
者
と
12
人

の
奏
者
が
稽
古
を
重
ね
て
練

り
上
げ
た
舞
台
で
あ
る
。

　
「
修
道
女
～
」は
プ
ッ
チ
ー

ニ
が
晩
年
に
作
曲
し
た
一

幕
も
の
オ
ペ
ラ
で
、
本
編
の

出
演
者
は
女
性
の
み
。
主

要
キ
ャ
ス
ト
は
ダ
ブ
ル
で
、

私
が
観
賞
し
た
の
は
タ
イ

ト
ル
を
矢
野
文
香
、
侯
爵

た
と
言
え
る
。
今
秋
に
は
、

「
墨
ぬ
り
少
年
オ
ペ
ラ
」
の

他
の
一
編
を
上
演
す
る
予
定

だ
と
か
。
楽
し
み
が
ま
た
一

つ
増
え
た
。　
　
　
　
（
桐
）

　

多
彩
な
表
現
力
の
発
揮
で

観
客
の
想
像
力
を
い
か
に
大

き
く
羽
ば
た
か
せ
る
か
が
朗

読
劇
の
眼
目
だ
と
す
れ
ば
、

お
手
本
の
よ
う
な
舞
台
だ
っ

構
成
や
展
開
が
、
四
人
そ
れ

ぞ
れ
の
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
伸
び

や
か
な
人
物
造
形
が
、
心
の

底
か
ら
の
魂
の
叫
び
が
、
面

白
さ
を
増
幅
す
る
。

　

た
か
べ
と
榊
原
は
高
齢
だ

が
、
そ
の
声
の
何
と
若
々
し

い
こ
と
か
。
調
子
に
メ
リ
ハ

リ
が
あ
り
、
発
音
は
正
確
。

情
景
だ
け
で
な
く
、
激
動
の

時
代
を
生
き
抜
い
た
人
間
の

性
格
や
思
い
ま
で
も
く
っ
き

り
と
表
出
し
て
み
せ
た
。

　

軍
歌
合
唱
の
生
真
面
目
な

滑
稽
さ
、
蝉
時
雨
な
ど
擬
音

の
巧
み
さ
、
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
衣
裳
…
と
、
ユ
ー
モ
ア

の
感
覚
が
息
づ
く
誇
張
や
戯

画
化
も
弾
ん
だ
。

　

敗
戦
で
挫
折
感
を
覚
え
る

大
人
と
対
照
的
に
、
自
由
で

活
気
に
満
ち
た
少
年
や
娘
の

み
ず
み
ず
し
さ
が
鮮
烈
な
輝

き
を
放
つ
。
奥
深
い
愛
や
希

望
が
あ
っ
て
こ
そ
、
力
強
い

「
生
」
が
躍
動
す
る
こ
と
を

痛
感
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

作
劇
の
興
趣
と
俳
優
の
魅

力
が
凝
縮
さ
れ
、
開
幕
の
瞬

間
か
ら
感
動
が
膨
ら
ん
で
い

く
一
時
間
だ
っ
た
。
ユ
ニ
ッ

ト
「
昭
和
い
ろ
は
組
」
の
朗

読
劇
「
八
月
十
五
夜
の
マ
ド

送
を
聴
く
た
め
登
校
途
中
の

国
民
学
校
初
等
科
三
年
の
少

年
二
人
は
、産
婆
に
呼
び
止
め

ら
れ
、旧
家
の
未
婚
娘
の
お
産

を
手
伝
わ
さ
れ
る
は
め
に
…
。

　

出
演
・
演
出
は
地
元
演
劇

界
の
名
優
た
か
べ
し
げ
こ
。

共
演
は
ア
ン
グ
ラ
系
の
鬼
才

榊
原
忠
美
や
個
性
派
の
小
熊

ヒ
デ
ジ
、
今
枝
千
恵
子
。
原

作
の
精
神
を
綿
密
に
紡
い
だ

昭
和
い
ろ
は
組

「八月十五夜のマドンナ」のたかべしげこ㊧と
今枝千恵子㊨（撮影・杉浦榮治）

ン
ナ
」（
４

月
17
、18
日
・

m
y color

）

で
あ
る
。

　

阿
久
悠
の

自
伝
的
連
作

長
編
「
墨
ぬ

り
少
年
オ
ペ

ラ
」の
一
編

が
原
作
だ
。

昭
和
20
年
８

月
15
日
の
淡

路
島
。
天
皇

の
ラ
ジ
オ
放

「
修
道
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
」

出
演
者
一
人
一
人
が
生
き
生
き
躍
動

垣
流
の
創
流
80
周
年
記
念
公

演
・
第
73
回
「
豊
美
会
」（
５

月
６
日
・
市
民
会
館
ビ
レ
ッ

ジ
ホ
ー
ル
）
で
の
こ
と
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
第
２
部
「
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
と
共
に
」
に
出

演
し
た
の
は
国
内
外
の
オ
ペ

ラ
シ
ー
ン
で
活
躍
中
の
名
バ

リ
ト
ン
・
加
耒
（
か
く
）
徹
。

舞
比
家
元
の
幼
馴
染
と
か
。

　

加
耒
は
世
界
各
国
の
歌
詞

を
歌
い
分
け
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
、
こ
の
日
は
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
日
本
の

５
カ
国
の
歌
曲
を
原
語
で
歌

い
、
最
後
の
「
荒
城
の
月
」

で
は
舞
比
家
元
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。

　

音
響
効
果
が
決
し
て
良
い

と
は
言
え
な
い
ホ
ー
ル
で
の

独
唱
（
ピ
ア
ノ
は
松
岡
あ
さ

ひ
）
だ
っ
た
が
、
そ
の
声
量

は
圧
巻
。
客
席
か
ら
は
盛
大

稲
垣
流「
豊
美
会
」

舞
比
家
元
、オ
ペ
ラ
歌
手
と
コ
ラ
ボ

　

日
本
舞
踊
の
公
演
に
オ
ペ

ラ
歌
手
が
登
場
し
、
素
晴
ら

し
い
歌
声
を
披
露
し
た
。
稲

　

名
古
屋
青
年
合
唱
団
「
６

月
の
音
楽
会
～
今
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
」
６
月
21
日

（
午
前
11
時
と
午
後
３
時
30

分
）
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
。

出
演
は
６
組
の
合
唱
団
と
器

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
お
ん
が

く
の
ま
ほ
う
」
ほ
か
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
「
九
ち
ゃ
ん
の

歌
っ
た
う
た
」「
谷
川
俊
太

郎
の
詩
に
よ
る
五
つ
の
混
声

合
唱
曲
」「
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
」

「
風
に
吹
か
れ
て
」
ほ
か
。

指
定
席
２
８
０
０
円
、
自
由

席
２
５
０
０
円
。
℡
０
５
２

（
３
６
１
）
８
６
４
５
。

な
拍
手
と
共
に
「
ブ
ラ
ー

ボ
！
」
の
声
も
飛
ん
だ
。

　

さ
て
肝
心
の
日
舞
で
は
老

若
男
女
37
人
が
古
典
、
創
作

ほ
か
多
彩
な
舞
台
を
展
開
。

い
ま
名
古
屋
地
区
で
最
も
元

気
な
流
派
な
ら
で
は
の
実
力

を
示
し
た
。
中
で
も
私
が
感

服
し
た
の
は
友
紀
子
宗
家
の

「
松
島
」。気
品
と
落
ち
着
き
、

そ
の
う
え
艶
や
か
さ
を
兼
ね

備
え
た
充
実
の
舞
踊
だ
っ

た
。
舞
比
家
元
と
娘
の
詩
麻

が
踊
っ
た
「
麗
春
譜
」
で
は
、

故
・
山
路
曜
生
（
振
付
）
が

描
い
た
幻
想
空
間
が
立
ち
上

が
っ
た
。　
　
　
　
　
（
茂
）

推 

奨 

公 

演



佑
仁
郎
の
新
作
「
ソ
ン
グ
ズ

フ
ォ
ー
・
ハ
ー
プ
」は
、３
作

の
組
曲
で
、季
節
の
移
り
変

わ
り
を
表
現
し
た
日
本
的
な

メ
ロ
デ
ィ
で
聴
き
や
す
い
。

後
半
は
、関
東
で
活
動
中

の
三
味
線
、今
藤
政
智
と
、

「
さ
く
ら
さ
く
ら
～
荒
城
の

月
」や
レ
ハ
ー
ル
「
メ
リ
ー
・

ウ
ィ
ド
ウ
・
ワ
ル
ツ
」、長
唄

　

前
半
は
ソ
ロ
。シ
ュ
ー
マ

ン
「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」で
幕

開
け
。ハ
ー
プ
の
定
番
ヘ
ン

デ
ル
「
ハ
ー
プ
協
奏
曲
」も

お
な
じ
み
。続
く
フ
ォ
ー
レ

「
即
興
曲
」で
華
や
か
な
ハ
ー

プ
の
魅
力
が
全
開
し
た
。

　

東
京
藝
大
の
先
輩
、有
吉

ハ
ー
プ
の
天
野
世
理
が
５

回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
（
４
月

19
日
・
熱
田
文
化
小
劇
場
）

で
、ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
ほ
か
、

三
味
線
と
共
演
し
て
新
境
地

を
見
せ
た
。

名
手
４
人
の
名
演
奏
を
格
安
で
鑑
賞

天
野
世
理
（
ハ
ー
プ
）

る
。そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
、

ハ
ン
マ
ー
で
た
た
く
ピ
ア
ノ

で
現
代
的
に
表
現
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
の
ヴ
ァ

あ
つ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

三
味
線
と
の
共
演
で
新
境
地
を
開
拓

18
年
ぶ
り
、蓄
積
し
た
情
熱
を
発
散

杉
江
さ
や
か（
ピ
ア
ノ
）

　

杉
江
さ
や
か
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
（
５
月
６
日
・
電
気

文
化
会
館
）。ピ
ア
ノ
歴
40
年

で
、な
ん
と
18
年
ぶ
り
の
復

活
リ
サ
イ
タ
ル
だ
っ
た
。

　

前
半
は
バ
ロ
ッ
ク
時
代
フ

ラ
ン
ス
の
巨
匠
ラ
モ
ー
の
ク

ラ
ブ
サ
ン
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）

曲
集
か
ら
８
曲
を
続
け
て
演

奏
。ピ
ア
ノ
に
似
た
鍵
盤
楽

器
だ
が
、弦
を
は
じ
く
ク
ラ

ブ
サ
ン
は
大
き
な
違
い
が
あ

イ
ン
ベ
ル
ク
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ

タ
第
４
番
」は
、第
４
楽
章
の

東
洋
的
な
メ
ロ
デ
ィ
と
リ
ズ

ム
感
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

盛
り
上
げ
た
。な
じ
み
の
な

い
大
曲
だ
が
退
屈
さ
せ
な
い

　

あ
つ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ェ

ス
２
０
２
６
（
４
月
11
、12

日
・
熱
田
文
化
小
劇
場
）の

二
日
目
を
聴
い
た
。

　

今
年
で
４
回
目
。子
供
た

ち
の
演
奏
の
発
表
会
が
主
だ

が
、私
の
目
当
て
は
そ
の
後

の
実
力
者
に
よ
る
お
値
打
ち

コ
ン
サ
ー
ト
だ
。

今
回
も
ピ
ア
ノ
鬼
頭
久
美

子
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
日
比
浩

一
、安
田
祥
子
、ヴ
ィ
オ
ラ

叶
澤
尚
子
、チ
ェ
ロ
は
ル
ド

ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ
と
一
流

の
メ
ン
バ
ー
。モ
ー
ツ
ア
ル

ト
「
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
第
１

力
が
あ
っ
た
。

　

後
半
は
シ
ョ
パ
ン

「
練
習
曲
作
品
25
」。多

彩
な
様
式
の
12
曲
を
巧

み
に
弾
き
分
け
た
。

　

長
い
ブ
ラ
ン
ク
を
感

じ
な
い
確
か
な
復
活

ぶ
り
で
、
蓄
積
し
た
情

熱
を
発
散
す
る
演
奏

だ
っ
た
。

の「
松
の
緑
カ
プ
リ
ツ
ィ
オ
」

を
。珍
し
い
組
み
合
わ
せ
だ

が
不
思
議
に
合
う
。

ラ
ス
ト
の
「
モ
ル
ダ
ウ
」

は
原
曲
と
は
異
な
る
味
わ
い

で
楽
し
め
た
。

番
」、メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
「
弦
楽
四
重
奏
曲
第

２
番
」は
、隠
れ
た
名
曲

の
組
み
合
わ
せ
で
聴
き

も
の
。

　

ど
ち
ら
も
４
人
の
息

の
合
っ
た
見
事
な
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
名
演

だ
っ
た
が
、私
の
好
み

で
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ら

し
い
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
が
、

上
質
な
演
奏
で
良
か
っ

た
。　

こ
れ
ほ
ど
の
名

演
が
１
０
０
円
で
聴
け

る
の
は
、非
常
に
う
れ

し
い
。




